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  電子書籍の作成と感想


  　　著者：Peter Pooh


  「電子書籍の作成と感想」のエッセーです。


  
    

  


  
    

  


  ■第二のグーテンベルク出版革命


  ＩＴ時代の２１世紀は、「第二のグーテンベルク出版革命」と言うことができるでしょう。


  単にインターネットの発達やWEB上での情報発信ということを指すのではなく、「誰でも作れる電子書籍とその共有」にあると思います。


  ですから、私は去る５月２８日（金）の iPad の発売にも期待していました。


  そして、出版コストをほとんどかけずに「本」が出版できる時代が到来したことを喜んでいます。


  



  クリスチャン詩人の八木重吉は、次の様な詩を書いていました。


  



  金なきゆゑ詩集をあみえず


  つまと　かなしみてかたり


  わづかづつ　かねをため


  いつの日か　わが集を


  いださんとねがふ


  



  この２１世紀に八木重吉が生きていたとしたら、彼はどれほど喜んだことでしょうか。


  庶民にとっては、一冊の詩集や短歌集を出版するために数十万円の資金を使うことはなかなか大変なことです。


  その意味で、「電子書籍」の出版が誰でも自由に、大きなコストをかけること無くできるようになった現代は、「第二のグーテンペルクの出版革命」だと思うのです。


  けれども、日本語による電子書籍（ePub ファイル）の出版（作成と公開）は、未だに未整備の課題があるようですし、日本語の電子書籍は有料、無料にかかわらず、iPad の発売を契機としてやっと「出版」され始めた現状です。


  このような昨今の状況の中で、「みんなで作る ePub 投稿・共有サイト」としての ePubs.jp の今後に期待しています。


  



  以下、電子書籍の作成にまつわる感想を述べます。


  



  なお、「電子書籍」と記した場合は、ePub ファイルを指します。


  （電子書籍は、様々なファイル形式があるようですが、iPhone や iPad で閲覧できる ePub 形式を念頭に置きます。）


  私は現時点では iPad を所有していないので、iPhone 3GS での閲覧ということでの感想です。


  



  ■ePubs.jp に期待すること


  ＊ 電子書籍（ePub）の作成ソフト（無料）の提供、紹介があると嬉しいですね。


  　ePubs.jp で、使いやすい ePubファイル作成ソフト（無料）を提供していただければ、「みんなで作る ePub 投稿・共有サイト」としての ePubs.jp がさらに発展することでしょう。


  　私は、６月から電子書籍作成ソフト（無料）の Sigil で ePub ファイルを作成し、Stnza（無料）のソフトで閲覧しています。


  



  ■電子書籍の閲覧について


  　iPhone OS がバージョンアップされたので、iPhone では、iBook と Stanza の両方で電子書籍（ePub）を読んでいます。


  iPhone で電子書籍を読む場合、現時点では Stanza の方が使いやすいように思います。


  パソコン上で Stanza を使って電子書籍を開いておくと、自動的に iPhone 上の Stanza にファイルが同期しますし、文字の拡大、縮小も画面上で自由におこなえます。


  ただし、PC上では Stanza で ePub ファイルを開くと、文字のみ表示され、写真などの画像が表示されません。


  iPhone で ePub ファイルを読む場合は、PC上の iTunes の「ブック」に ePub ファイルを入れてた上で iPhone と同期すると iPhone の iBook で読むことができます。


  　iPhone や iPad と同様に、Mac や Windows パソコン上でも iBook の閲覧用のソフトが使えるようになることを期待しています。


  



  ■電子書籍の作成について


  　Sigil で電子書籍を作成しています。


  　６月から ePub ファイルを作成し始めて、現在、６ファイルを ePubs.jp に投稿しています。


  　Sigil は、多少使い慣れて来ましたが、Sigil 上で本文を修正しよとすると、PC（MacBook/2 GHz Intel Core Duo/Mac OS 10.58）が固まってしまったり、アプリケーションがクラッシュするので、本文はメールなどで作成し、貼付けています。


  　画像サイズも工夫するなかで、表紙の写真が ePubs.jp のサムネイルに表示されるようになりました。


  　Sigil を用いての ePub ファイル作成に、動画も入れることができるyになることを期待しています。


  



  ■電子書籍の「質」の課題


  　電子書籍はその内容（文章、画像など）において、あるていどの「質」が求められるように思います。


  無料で共有できる（閲覧できる） ePub ファイルであっても、どのような分野の著作や情報であったとしても、やはり、あるていどの「質」が求められるように思います。


  せっかくダウンロードしても、メモ書きのような ePub ファイルであったとしたら、とても残念ですし削除する時の不思議な気持ちは、ePubs.jp のサイトに公開された ePub ファイルをダウンロードして読んでみよう、写真などを閲覧してみようと言う気持ちに水をさしてしまうように感じます。


  逆説的ですが、公開された電子書籍（ePub）が無料で講読／閲覧できるが故に、「質」が求められるのかもしれません。


  



  ■電子書籍の作成の実際


  以下（次のページ）は、６月１５日にプログに書いた、電子書籍についての感想です。


  



  電子書籍を作るにあたって、参考にしたサイトを記しています。


  キリスト者的見地から書いていますが、ご参考になれば幸いです。


  



  ＜ペーター・プーの電子書籍　[電子書籍（E-Book / ePub）]＞


  http://peterpooh.blog.so-net.ne.jp/2010-06-15
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  ペーター・プーの電子書籍


  「Peter Pooh の "Good News" より（2010.6/15）


  著者：Peter Pooh


  



  



  5/28（金）に、Apple の iPad の販売が開始されました。


  　iPad の特徴は、電子書籍（E-Book）が Apple のサイトなどからダウンロードして自由に読める事にあるようです。


  　日本語書籍の著作権問題の課題があり、Apple の日本側での iBooks（「電子書籍」が読めるアプリケーション）や、電子書籍が購入できる、iBook Store の開始への対応が大幅に遅れています。


  　ただ、iPad の発売開始にともなって、「電子書籍」については、雑誌の発行元や各出版社、新聞社などが急いで対応をし始めているようです。


  （動画や写真付きの電子書籍の出版、配信など）


  



  　我が家の財務大臣による iPad の購入許可は、おそらく、２〜３年後くらいと思いますが、とりあえず、上記の WEBアドレスのように、「ペーター・プーの電子書籍」という、E-Book（電子書籍）のサイトを作りました。


  （作成日：６月２日／ ePub ファイルがダウンロードできます。）


  



  　出版コスト 0円で、エッセー、小説、詩集、短歌、写真集、そして、クリスチャンの信仰の証や聖書研究の資料などが「電子書籍：E-Book」として 出版（公開）できる時代が到来！！


  　福音宣教の前進のために用いる事ができれば、幸いですね。


  



  　さっそく「ペーター・プーの電子書籍」のサイトには、短歌エッセー「剣道と信仰の架け橋—短歌—」と、小説「御巣鷹の夏」をアップしました。


  iPad を購入された方、試しに、ダウンロードしてみてください。よろしく！！


  ＜「ペーター・プーの電子書籍」＞


  http://web.me.com/s_igusa/Peter_Pooh/E-Book/E-Book.html


  



  iPhone 4 が発売（発売予定：６月２４日）されると、OS も「iOS 4」となり iPhone 3GS、iPhone 3G も、「iBooks」のアプリケーションが加わり、電子書籍が iPhone で読めることになります。おそらく、iPhone OS のバージョンアップも、同じ日になるのではと思います。


  それまでは、iPhone 3GS としては、「Stanza」のアプリケーションで電子書籍を読むことができます。


  



  　なお、パソコンの方も、無料のアプリケーション「Stanza」をダウンロードすれば、２ページ分ずつ見ること（読むこと）ができます。


  ＜Stanza のサイト＞ （PC、iPhone、などでの ePub（電子書籍）用のリーダー）


  http://www.lexcycle.com/


  



  自分で、ePubファイル（電子書籍）を作ってみたい方は、「Sigil」のアプリケーション（無料）をダウンロードすれば、作成できます。


  ＜Sigil のサイト＞


  http://code.google.com/p/sigil/


  



  　上記の二冊（二個）の ePub ファイルは、「みんなで作る電子書籍の投稿・共有サイト」にも、アップ（投稿）しました。


  http://epubs.jp/view_channel.php?user=PeterPooh


  　＊こちらへのアップロード（投稿）は、画像（写真）付きで作成した ePub ファイルでないとアップロードできませんでした。　理由は分かりませんが・・・？？


  



  　ePub ファイルの作成ヒントは、以下のサイトなどを参照ください。


  http://d.hatena.ne.jp/RyoAnna/20100318/1268930775


  http://naoki.sato.name/lab/archives/45


  http://www2k.biglobe.ne.jp/~t_muto/ipod/howto_book_iBooks_makeEPUB.htm


  



  ＜＜追伸＞＞


  　日本ではまだですが、Apple の電子書籍ストアー（iBook Store）で、個人の自費出版作品も販売が可能になりました。（出版社や出版サービスの会社と契約していなくても）


  　日本でも、早い時期に開始されると良いですね。


  http://www.itmedia.co.jp/news/articles/1005/28/news065.html


  



  　なお、今回 ePub ファイルにした、短歌エッセー「剣道と信仰の架け橋—短歌—」と、小説「御巣鷹の夏」は、すでに WEB上にアップしているものです。


  　直接、WEB上で読んでくださる場合は、以下のサイトでどうぞ。


  



  ＜剣道と信仰の架け橋—短歌—＞


  http://homepage.mac.com/s_igusa/Kendo/Personal163.html


  ＜小説：「御巣鷹の夏」＞


  http://peterpooh.blog.so-net.ne.jp/2006-03-19-1
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